
Ⅰ．はじめに

　樹幹流の pHは樹種毎に収束する値があり（4）根元

の土壌の pHや置換性の塩基などの化学性に影響を与え，

樹種によってもその影響は異なることがこれまで報告さ

れている（2，5，6）。しかし，これらの測定はほとんど

が２０年生以上の木で行われ，スギ，ヒノキを除いて広葉

樹では混交林で行われた例が多い。

　一方，樹幹流を採取した樹木の根元は樹幹流の影響を

受けないため，樹幹流採取の処理を行っていない樹木の

根元の化学性と異なることが予想される。そこで，広葉

樹およびスギの幼齢木からなる実験林で樹幹流を採取し

た樹木とそうでない樹木の，根元の土壌および樹間の土

壌の化学性の違いについて検討したので報告する。

Ⅱ．調査地および方法

　福岡県森林林業技術センター内の実験林にセンダン，

ユリノキ，ヤマザクラ，ケヤキ，スギを１９９５年に１×１

ｍの間隔で７列×１５列程度に植栽した。広葉樹４樹種は

山土を使って造成した箇所に，スギはマサ土を用いたと

ころに植栽した。これらの林内で，それぞれ１本につい

て１９９８年４月から２０００年７月までウレタンラバーにより

樹幹流を採取した。２０００年７月に樹幹流を採取した木の

根元の４方向から深さ０～３ cmの土壌（樹幹流なし）

を採取した。また，樹幹流を採取していない木４本の根

元（樹幹流あり）と，樹間の土壌（樹間）を４カ所から

同様の深さの土壌を採取した。これらの土壌について生

土の土壌 pH，水溶性陽イオン，陰イオンおよび交換性

の陽イオンについて分析を行った。水溶性の陽イオン，

陰イオンは生土１０ｇに脱イオン水５０ml を加え，約１時

間浸透し濾過後，イオンクロマトグラフィで分析した

（1）。交換性陽イオンは風乾細土１０gにpH７の１Ｍ酢酸

アンモニウム液１００ml を加え１時間浸透，濾過後，原子

吸光法で分析を行った（1）。

Ⅲ．結果および考察

　（１） 土壌 pH

　各土壌採取地点と樹種毎の土壌 pHの平均値を図－１

に示す。全ての樹種において樹間での土壌 pHが高かっ

た。特にスギとユリノキでは６以上とかなり高い値で

あった。根元土壌の pHは，スギを除いて広葉樹間では

ユリノキ，センダン，ケヤキ，ヤマザクラの順に高く，

また，樹幹流ありの方が，樹幹流なしより高い pHを示

した。これは，植栽後５年程度の幼齢林でも樹幹流の影

響が土壌に及んでいる可能性を示すものと考えられた。

スギの３種の土壌での土壌 pHが高かったのは土壌がマ

サであったためと考えられた。また，ユリノキの樹間の

土壌 pHが高かったのは，林内雨による陽イオンの供給

量が他の３樹種よりも多かったことが原因の一つと考え

られた（3）。一般的に広葉樹の樹幹流の pHは高く，陽

イオンの濃度が高いといわれている。樹幹流なしの木の

根元での土壌 pHが低かったのは，樹幹流を採取するこ

とによって根元への陽イオンの供給が遮断されたため，

樹幹流ありの木の根元の土壌 pHよりも低くなったので

はないかと考えられた。

　（２） 水溶性陰イオン・陽イオン

　水溶性陽イオンの処理毎の平均濃度を図－２に示す。

陽イオンではNH４+を除いて，ほとんどの樹種で樹幹流

ありの根元土壌での各イオンの濃度が低かった。特に，

ユリノキでは，樹幹流なしの根元土壌の水溶性イオンは

他の２種の土壌や他の樹種よりも高い濃度を示した。陰

イオンについても陽イオンと同様で，PO４３－を除いて樹幹

流なしの根元土壌が他よりも高かった。樹幹流によって

各イオンの供給が期待される樹幹流有りの根元土壌での

水溶性の陰イオン，陽イオンともに他の処理に比べて低

かった原因は不明である。

　（３）交換性塩基

　各樹種毎の根元土壌の交換性塩基濃度を図－４に示す。

スギとケヤキを除いて交換性K，Mg，Ca とも樹幹流な

しでの濃度が低く，次いで樹間，樹幹流ありの順で濃度

が高くなった。処理間の違いでは水溶性イオンの場合と

異なる結果が得られた。樹種別ではスギでの樹間で交換

性Mg，Ca の濃度が高かった。樹幹流による林地への

Ca２+の供給はヤマザクラ程度でセンダンやユリノキより

も大幅に少なかった（3）ことから，スギと他の広葉樹で

は植栽土壌が異なっていたためと考えられた。ユリノキ

での樹幹流ありで交換性Kの濃度が他の樹種に比べて

高かったが，樹幹流による供給はケヤキやセンダンの１
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/ ２程度であり（3）樹幹流との関係が明瞭でなかった。

交換性Caはセンダン，ユリノキで若干高かったが，他

の２種の広葉樹に比べて大幅に高いとはいえなかった。

  次に，土壌の pHと水溶性陽イオン，陰イオン，およ

び交換性塩基の関係についてみる。水溶性のイオンと土

壌 pHの間に一定の関係は見られなかった。佐々ら（6）

によると，ユリノキでは高濃度のCa２+をもった樹幹流が

根元土壌に供給されるため，交換性Caにとんだ中性土

壌へと移行するとしている。土壌の中での交換性Caの

割合は大きいが，今回の調査では交換性Caのみでは関

係が見られなかった。そこで，交換性塩基の合計と土壌

pHの関係を見ると（図ー４），正の相関が見られた。ま

た，同じ交換性塩基の総量では樹間，樹幹流あり，樹幹

流なしの順で土壌 pHが高くなる傾向が見られた。今回

の調査地での土壌 pHには交換性塩基だけではなく，他

の要因も影響を与えているものと考えられた。
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